
令和４年度　日の出町立大久野中学校　学校評価計画書及び報告書

自己
評価

関係者
評価

最終
評価

①思考力・判断力・表現力を高める指導の工夫。
①総合的な学習の時間を中心にプレゼンテーション・発表活動を充実
　させ、年に１回以上保護者や地域の方の前でPCを用いた発表する
　機会を設定する。

２年生　職場体験で発
表会を行う。

B

②全国学力・学習状況調査の各教科や英語スピ
   ーキングテストの正答率の向上。

②各教科において全国学力・学習状況調査や英語スピーキングテス
　トの平均正答率を上回ることを目指す。

平均正答率が上回っ
た

A

①思考力・判断力・表現力を高める授業の展開。
①全教員が研究主題に基づいた研究授業に1回以上取り組む。
   授業の中でタブレットＰＣを効果的に活用する。

授業の中で、タブレット
PCを効果的に活用で
きた

A

②テスト前の質問教室や、放課後の学習教室、
　休業中の補充教室の実施。

②テスト前の質問教室は全教科で行う。また、休業中の学習教室は
　年間１５日以上実施する。放課後学習教室を毎週火曜日と水曜日
　に開催する。

年間１５日以上実施 A

①体育祭、音楽会、職場体験における生徒の
　 表現力を向上。

①保護者アンケ―トで、各行事で感動したと回答する割合を８０％
　以上にする。

７７．８％ B

②一人一人に適した卒業後の進路決定。 ②卒業式までに生徒の進路先を100%決定する。 進路決定１００％ A

①体育祭、音楽会に生徒全員参加。 ①体育祭、合唱祭に生徒全員参加率を１００％にする。 参加率　９０　％以上 A

②進学講演会、進路説明会の充実。
②夏季休業中を利用して生徒が２校以上高校訪問を行う。
　 更に、進路説明会保護者の参加率を９０％以上にする。

夏季休業中2校以上
69％
進路説明会　３年７
１％

C

①人権尊重に関する研究授業の実施。
①生徒アンケートで、悪口、言葉の暴力や意地悪をしなかったと
　答える生徒を90％以上にする。

アンケート
８１．８％

B

②人権作文への積極的な取組。 ②人権作文に取り組ませ、生徒の作文提出率を１００％とする。 作文提出率　８６　％ B

①道徳授業の充実と円滑な評価の工夫。
①道徳の評価を学期ごとに３回行う。４人グループでの話合い活動
　を取り入れ 考える道徳、議論する道徳を行う。

評価は毎学期実施。
グループ活動を取り入
れている。

B

②いじめに関する実態調査の充実による問題
 　解決。

②年３回のふれあい月間終了時に質問紙調査を行い、記載事項に
　ついては 聞き取り調査も実施し、問題解決に当たる。

３回の実態調査を行う。
タイムリーに生徒への聞
き取りができた。

A

①学校の情報や生徒の様子の周知。
①保護者アンケートにおいて、分かりやすく伝えられていると答える
　保護者の割合を90％以上にする。
 　中学校から小学校への出前授業(英語と数学)を実施する。

アンケート
８３％

B

②学校行事、学校公開の積極j的な公開の推進。
②学校行事における地域からの参加者のアンケートで満足したと
　回答する率を90％以上とする。

アンケート
８６．３％

B

①全ての判断基準を「生徒ファースト」
①決められたルールの中で先ず、生徒に得かどうか、教育的効果
　を考える中、教員の働き方改革を考慮しつつ、保護者・地域の
　理解を得る。

アンケート
７４．７％

C

②開かれた教育課程の推進。
②保護者アンケートで教育課程が周知されていると回答する割合を
  ８０％以上とする。

アンケート
７２．６％

B

①主幹教諭を軸とした組織的な学校運営の推進。
①自己評価で組織的な運営ができたと答える教員の割合を90%
  以上にする。

教員の自己申告の学
校運営から　平均８
１％

B

②研究指定校２年目として校内研修、授業改善の
　推進。

②２月に２年次の発表会を全クラスで授業公開する。校内研修会
  を３回以上開催する。
　外部講師を招聘し、研修会で講評及び指導を受ける。

年間３回の研究授業
を行い、外部講師から
指導を受けた

A

①経営計画の具現化に向けた取組の推進。
①毎朝の経営会議で３名の主幹教諭への指示・伝達を行うことで、
  学校経営への参画をさせ、各分掌及び学年による若手教員に対
  するＯＪＴを充実させる。

経営会議は毎日行え
たが若手教員への
OJTは十分ではなかっ
た。

C

②研究テーマに沿った教科部会の充実。
②教科部会を月に1回以上開き、校内研修会にて各教科から研究
  について提案させ、日の出町指定研修（２年次）のリーフレットは
  1月中に完成させる。

日の出町研究指定校
として、全小中の教員
に発表した。

A

目指す学校像 評価項目（＝中長期的目標）

【教育目標】　　　　　　　　未来をひらく豊かな社会をめざして
　　　　　　　　　　◎　自ら進んで学ぼう　　　　　○思いやりの心　感動する心をもとう　　　　○たくましく　心と体をきたえよう ※評価は４段階（Ａ…9割以上達成、Ｂ…8割以上達成、Ｃ…5割以上達成、Ｄ…達成5割未満）

学　　　　校　　　　評　　　　価　　　　計　　　　画 学　　校　　評　　価　　報　　告　　　　／　　自　　己　　評　　価

目標種 今年度の重点目標と方策 評価方法・目標水準

●全国学力調査分析の結果、国数理は全国平均を上回り、国数は都平均、理は都平均を上回った。３年生　国、数、理、QUアン
　ケートから分析、共通理解し来年度につなげた。
●【年間・1コマ50分】テスト前の質問教室68コマ・夏休み自習教室13コマ、放課後学習教室57コマ、夏季・冬季休業中学習教室
　10コマ、夏休み補充教室7コマを実施し学力向上につなげた。来年度は、学力の定着のため、家庭学習の習慣化に取り組む。
●研究は、個別最適な学びと協働的な学びを一体的に充実させるもので、学習指導要領に示す「主体的で対話的な深い学び」を
　実現する取組であり、町内小中学校の実態及び、児童・生徒の発達段階に応じた教育活動の参考になるものと考えている。

〇進路指導が適切にできている。事情を抱えた生徒にもよく寄り添えている。
〇個を大切にする校風を感じます。
〇大久野中らしい行事が、またできるようになれば感動の回答も増えると思います。多くのPTAは以前を知っているので、物足りな
　いのかと思います。
〇学校行事が例年通りできるようになり、表現力が上がってきている様子がうかがえます。生徒が明るくなったように見える。
〇学校行事が充実して、生徒の皆が楽しんで参加しているように感じられた。
〇自尊感情をもてなくて悩んでいる人が多いようです。自尊感情は人の要となるものなので大切に指導をお願いします。

●3年生の進路について、副校長・副校長補佐による面接後、校長面接練習を全員実施することで、意識を高め、都立推薦合格
　４０％を超えた。今年度の三学年の進路状況は以下のとおりである。
　都立高校31名、他県公立高校1名、私立9名、高等専門学校１名、専修学校1名、広域通信制2名、専門学校1名。
　卒業生46名全員の進路先は卒業式前に決定した。
●インターネット出願やオンライン決済、新たな取組であるESAT-Jの導入等を含め、新たな受験スタイルを、３年のみならず１・２
　年生の保護者へも周知していく必要がある。

評価結果

評価
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（上段）〇学校関係者評価の概要及び意見
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（下段）●考察及び、次年度への課題と解決策

〇生徒一人一人にタブレットPCを使用させて効果的に活用させているように感じられた。
〇学力が着実に高まっていることが分かります。
〇落ち着いた学校生活の中で集中して授業を受けている様子が見られます。
〇個々のやる気スイッチをONにするよう今後も取り組みください。
〇テスト前、質問教室など教員の丁寧な取組があった。
〇学力の向上は、補習による成果だと思います。先生方のご尽力のおかげだと思われます。生徒も成績が良くなればますます
　学習に力を入れるのではないでしょうか。

◎感動あふれる
　学校

○確かな学力
　　の向上

成果
目標

A

取組
目標

○自尊感情を
　高め、学校
　生活の充実
  を図る

A

A

成果
目標

A

取組
目標

○組織的な学校
　 運営の推進

成果
目標

取組
目標

B

◎道徳教育が
　充実している
　学校

○人権尊重の
  意識の醸成・
  自他を尊重
  する心や態度
  の育成

成果目
標

取組
目標

取組
目標

◎真に信頼
　されうる学校

○保護者や地域
　 との連携の
   推進

成果
目標

B

B

B

B

B

〇道徳教育、人権教育が適切に行われています。
〇基本、大久野の子供たちは優しい子が多く、その中でも気づいたことは見逃さず、先生方のご指導ありがとうございます。
〇悪口、言葉の暴力の判断する線引きが難しい。
〇左記の①は、表に出にくい（出しにくい）内容で集計が難しいと思います。
〇道徳に関する教育がこれからますます重要不可欠になってくると思われるので、授業数を増やしていく必要があると感じます。
〇心配がないようであっても、人権問題は継続的な取組が必要である。
〇いじめる側の心にも何かあるはずなので丁寧な聞き取りをして、両方の心に寄り添ってほしいと思います

●生徒アンケートにて、悪口言葉の暴力はなかったか81.8％、挨拶礼儀等基本的な生活習慣はできていたか90.1％、社会規範を
　守る態度や思いやりの心が育ちましたか88.3％と、肯定的な意見が多く、生徒の落ち着き度が示されていた。
●人権作文では、全学年117名の応募をし、作文委員会賞1名、会長賞1名が受賞した。また、朝礼の校長講話の中で、道徳の例
　を取りあげるなどし、考える道徳、議論する道徳を行い充実を図り、道徳授業地区公開講座につなげた。来年度、更に自己肯定
　感をあげるための工夫を考えていきたい。

〇授業中は自由な様子が見えて良い学校です。
〇コロナ禍において各種行事の開催が非常に難しい中ではあるが、無事に開催ができ喜ばしいことである。
〇保護者の来校もっと増やせるよう、難しいが取り組みたい。
〇PTA・地域との連携については、アフターコロナで、どこまでもどせるかが大切だと思います。
〇作品展を見て驚きました。色使い・デザイン・技術的にもとても落ち着いた作品を見て、生徒たち、学校の充実した状況が見える
　ようでした。
〇情報発信が適切に行われ、説明責任が果たされていることを感じました。
〇教育課程の周知は、保護者としても分かっていれば子供との学校での話が一歩踏み込んでできるかと。
〇経営方針は子供を介してのことなので、理解してもらうには分かりやすい説明が必要だと思います。

●今年度の全ての行事において感染症対策をとりながらできる限り通常に戻していくことを目標に進めてきたことで、以前の資料
　を見返しながら実施でき、公開もすることができた。学校の情報は、学校だより、学年だより、行事でのすぐメールで各家庭に生
　徒の様子を周知できた。
●学校経営方針や教育課程の理解や周知が、保護者に分かりやすく発信できていなかった。生徒の変容をとともに、具体的な教
　育活動と連動し、焦点化させたことをいろいろな機会で繰り返し情報発信していく必要性を考える。

〇町指定校としての研究では、大きな成果を収められました。
〇それぞれが分掌をよく果たしている。
〇いつもここの部分を読むと、先生方の大変さと忙しさを感じます。
　先生方の熱意のせいでしょうか、先日学校に行ったとき学校全体が元気になったような雰囲気を肌で感じました。将来の日本
　を託す人たちなのでこれからも指導をよろしくお願いいたします。

●日の出町研究指定校として、全小中の教員研究の成果を伝えられた。日の出町学習スタンダードの、どの部分にタブレット型
　パソコンを取り入れるのか。また、取り入れることで授業の効果が上がり、生徒の確かな学力の定着・向上につなげられるのか。
　更には、各教科の授業目標が達成しやすくなるのか、教員一人一人が授業改善に取り組めた。今後、個別最適な学び（指導の
　個別化・学習の個性化）と協働的な学び（主体的・対話的で深い学び）を一体的に充実させる取組を実践していく。
●主幹教諭を軸に三つの分掌による組織的な対応で学校運営が進められた。朝の打合せ前の主幹会議（校長・副校長・主幹
　教諭）では、タイムリーな報告・連絡・相談によりスムーズな学校運営ができた。若手教員の育成のためにOJTを実施し、研鑽
　させていく。


